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子どもたちの体力向上について 

 

子どもたちの生涯において、健康の保持増進のためには、人間の活動の源になる体力

を子どもの時期からしっかりと身に付けていくことが必要です。体力向上のためには、

健康の三原則である運動、栄養（食事）、睡眠を生活習慣の中に定着させていくことが重

要です。 

三重県では平成２０年度からスポーツ庁（文部科学省）が実施している小学５年生と

中学２年生を対象（悉皆調査）にした「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」（以下「体

力調査」という。）に参加しています。 

 

Ⅰ 平成２９年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果の概要 

○参加対象：小学校第５学年 358校、15,968人（義務教育学校１校、特別支援学校１校含む） 

中学校第２学年 159校、15,124人（義務教育学校１校、特別支援学校５校含む） 

○中学校女子の体力合計点は、昨年に引き続き全国平均を上回りましたが、中学校男

子および小学校男子・女子については、ともに全国平均値を上回ることができませ

んでした。しかし、小学校男子・女子、中学校女子については、過去最高値を示す

など、体力向上に係る取組の成果が表れてきています。 

○種目別の全国平均値との比較では、小学校男子は８種目中２種目、小学校女子は８

種目中３種目、中学校男子は９種目中２種目、中学校女子は９種目中４種目が上回

り、あわせて３４種目中１１種目が上回りました。（昨年度は３４種目中１３種目が

上回る） 

  

 １ 本調査開始（平成２０年度）以降の全員を対象とした調査の体力合計点経年変化 

   ※ 平成 22・24 年度は抽出調査、平成 23 年度は東日本大震災の影響で中止のため、除外 
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３ 不得意種目の状況 

  本県の種目別の特徴として、平成 28年度調査まで３年間連続して全国平均

を下回る種目（不得意種目）が固定化されている傾向がありました。 

  

【不得意種目】 

  小学校（4種目）：上体起こし、20ｍシャトルラン、50ｍ走、立ち幅とび 

中学校（4種目）：握力、上体起こし、持久走、50ｍ走 

 

不得意種目の克服を重点課題と位置づけ、平成 29 年２月以降に開催した教

員対象の研修会において、各種目の向上につながるポイントの習得を図り、各

校での実践を通じた課題解決に取り組んできたところ、改善傾向がみられます。 

 

 
 

    
 

※本年度の不得意各種目の得点は、中学校２年生男子の握力と同女子の持久走

を除いた他の種目は前年度と比べて同程度もしくは上昇傾向にあり、成果が

みられます。これは、教員対象の研修会において、各種目の向上につながる

ポイントの習得を図り、各校での実践を通じた課題解決に取り組んできたこ

とによるものと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

Ｈ29 Ｈ28 Ｈ27 Ｈ26 Ｈ29 Ｈ28 Ｈ27 Ｈ26

三重県 19.11 19.03 18.78 18.22 18.19 17.77 17.48 16.96

全国 19.92 19.67 19.58 19.56 18.81 18.60 18.42 18.26

三重県 52.01 51.17 51.06 50.02 40.90 39.42 39.44 37.63

全国 52.24 51.89 51.64 51.67 41.62 41.29 40.69 40.29

三重県 9.42 9.47 9.42 9.43 9.65 9.72 9.71 9.73

全国 9.37 9.38 9.38 9.38 9.60 9.61 9.62 9.64

三重県 150.50 149.84 150.23 149.68 144.80 143.68 143.96 142.50

全国 151.71 151.39 151.24 151.70 145.47 145.31 144.77 144.76

小学校５年生
男子 女子

上体起こし
（回）

20ｍシャトルラン
（点）

50ｍ走
（秒）

立ち幅とび
（ｃｍ）

Ｈ29 Ｈ28 Ｈ27 Ｈ26 Ｈ29 Ｈ28 Ｈ27 Ｈ26

三重県 28.60 28.64 28.90 28.60 23.70 23.69 23.39 23.56

全国 28.89 28.91 28.93 29.00 23.82 23.75 23.68 23.70

三重県 26.96 26.91 27.23 26.66 23.43 23.03 22.67 22.17

全国 27.45 27.46 27.43 27.45 23.73 23.48 23.26 23.07

三重県 395.89 397.39 394.45 398.06 292.05 289.19 293.24 292.44

全国 391.23 391.72 392.63 392.89 287.36 288.51 290.03 290.64

三重県 8.04 8.07 8.02 8.06 8.87 8.88 8.92 8.93

全国 7.99 8.03 8.01 8.03 8.80 8.83 8.84 8.87

50ｍ走
（秒）

握力
（ｋｇ）

上体起こし
（回）

持久走
（秒）

中学校２年生
男子 女子
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≪課題克服に向けた県内の取組事例≫ 

【授業における取組】 

  〇 体育館の壁に的を設置し、玉入れ用の玉を投げ当てる。 

  〇 うまく投げられると音が出るボールを使って楽しみながら投げ方のフ

ォームを習得する。 

  〇 外部指導者を活用し、児童に走り方を指導してもらう。 

  〇 うんてい、鉄棒、のぼり棒等の器具を使った遊びカードを作成し、い

ろいろな動きを経験させる。 

  〇 関連する種目の単元終了時に再度記録を測り、自分の記録の伸びを実

感させられるように取り組む。 

  〇 体力テストの結果をもとに、自校の弱みを認識し、夏休みに中学校区

で研修会を持ち、克服に向けたサーキットトレーニングを考える。２学

期から授業の始めに全学年で取り組み、２月に再度計測したところ、成

果が得られた。 

 

【授業以外における取組】 

  〇 体育の通信を発行し、体力テストの結果や自校の苦手な種目の克服に

向けた取組や、体育の授業の内容を保護者に紹介していく。 

  〇 昼休みに児童会や委員会活動として児童が運動できるイベントを行う。 

  〇 児童・生徒が日常的に握力計やハンドグリップを使えるよう廊下等に

置いたり、体力テストのポイントをまとめて掲示する。 

  〇 昼休みを長く設定し、児童が体を動かす時間を確保する。 

  〇 教員が実際に体力テストを行い、そこで感じたことを実施のポイント

として子どもたちに伝える。 

  〇 運動場や体育館を開放し、ボールや器具を使って運動する等、身体を

動かす場所をつくり、児童の運動時間を増加させる。 

  〇 ジャンピングボードを設置し、縄跳びの練習で活用する。 

  〇 文化部も含め、部活動の枠を取り払って、合同でランニングやトレー

ニングなどを行う。 
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.Ⅲ 平成 29年度全国体力、運動能力・運動習慣等調査の結果からの考察 

１．本調査結果の児童・生徒質問紙調査及び学校質問紙調査から 

経年変化をみることができる質問について、次のジャンルに分類し、

それぞれの考察を行いました。 

（１）学校全体での体力向上の取組     

（２）児童・生徒の体育、保健体育に対する意識と授業の工夫・改善 

（３）家庭への働きかけ 

（４）健康に対する意識と生活習慣          

（５）児童・生徒の自信や意欲等        
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【参考】わたしの成長記録 

体力テストの結果をわたしの成長記録として、児童・生徒だけでなく保護者へ

もフィードバックし、体力向上にむけた理解・協力を得られるようにします。 
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平日（月から金曜日）、学校から帰った後、１日にどのくらいの時間、テレビや

ＤＶＤ、ゲーム機、スマートフォン、パソコンなどの画面を見ていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○小学生は、２時間以上で全国平均値より高い割合になっている。 

 ○中学生は、３時間以上で全国平均値より高い割合になっている。 

 

学校が休みの日（土曜日や日曜日）に、１日にどのくらいの時間、テレビやＤＶ

Ｄ、ゲーム機、スマートフォン、パソコンなどの画面を見ていますか。 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

○小学生は、男子は２時間以上、女子は３時間以上で全国平均より高い割合

になっている。 

 ○中学生は、男女ともに３時間以上で全国平均より高くなっている。 

 ○小学生・中学生ともに、５時間以上と答えた割合が高い状況である。 
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朝食と体力合計点との関連 

 

 〇朝食を毎日食べる児童・生徒の体力合計点は、高い傾向にある。 

 

睡眠時間と体力合計点との関連 
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50.8  
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○睡眠時間が６時間未満の児童・生徒の体力合計点は低い傾向にある。 

 

平日のテレビやスマートフォン等の視聴時間と体力合計点との関連 
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○テレビやスマートフォン等の視聴時間が長いほど体力合計点が低い傾向にある。 

 

 考察 
体力の向上を効果的に進めるには、運動だけでなく食事や睡眠も含め総合的 

に取組を行い、生活習慣と体力の関係、食べること・寝ることの重要性を児童・
生徒、保護者に伝わるようにしていくことが必要です。 
 また、健康の三原則（運動、栄養（食事）、睡眠）の中で運動を大切だと思
う割合は一番低くなっています。生涯にわたって健康で生き生きとした生活を
送るためには、子どもの時期からの運動習慣は大切です。 
さらに、本県の児童・生徒は、テレビやスマートフォンなどの画面を長時間

見ている割合が高く、これら生活習慣の改善について学校で子どもたちに伝え
ながらも、実践していくためには、家庭の理解が必要になってきます。家庭と
協力し合い、取り組んでいくことが体力の向上につながると考えられます。 
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（５）児童・生徒の自信や意欲と体力合計点 

 

ものごとを最後までやり遂げてうれしかったことがある。（達成感） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「ものごとを最後までやり遂げてうれしかったことがある」と回答した児童生

徒は体力合計点が高い傾向にある。 
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難しいことでも、失敗をおそれないで挑戦している。（挑戦する気持ち） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「当てはまる」と答えた児童・生徒は昨年度と比較して増加傾向にある。 

○「難しいことでも、失敗をおそれないで挑戦している」と回答した児童生徒は

体力合計点が高い傾向にある。 
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自分には、よいところがあると思う。（自己肯定感） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○小学生・中学生ともに「当てはまる」生徒の割合が全国平均を下回っている。 

○「自分には、よいところがある」と回答した児童生徒は体力合計点が高い傾向

にある。 

 

考察 

「達成感」、「挑戦する気持ち」、「自己肯定感」いずれの質問においても「当 

てはまる」と回答した児童・生徒の体力合計点は、高い傾向にあることがわ 

かりました。 

   体育・保健体育の授業において、児童・生徒が楽しさを味わい、意欲的に取

り組みながら、これらの思いを実感できるためには、教員が子どもたちの成長

を認めていくことが体力向上につながると考えられます。 

39.7% 40.3% 

35.6% 34.2% 

15.6% 
9.9% 

0%
5%

10%
15%
20%
25%
30%
35%
40%
45%
50%

H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29

当てはまる どちらかといえば当

てはまる 

どちらかといえば当

てはまらない 

当てはまらない 

小学校男子 全国 三重県 

32.1% 

32.3% 
42.2% 41.9% 

18.0% 

7.8% 

0%
5%

10%
15%
20%
25%
30%
35%
40%
45%
50%

H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29

当てはまる どちらかといえば当

てはまる 

どちらかといえば当

てはまらない 

当てはまらない 

小学校女子 全国 三重県 

30.9% 
33.6% 

41.7% 39.3% 

17.3% 9.8% 

0%
5%

10%
15%
20%
25%
30%
35%
40%
45%
50%

H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29

当てはまる どちらかといえば当

てはまる 

どちらかといえば当

てはまらない 

当てはまらない 

中学校男子 全国 三重県 

17.7% 

18.4% 

45.3% 44.5% 

25.8% 

11.3% 

0%
5%

10%
15%
20%
25%
30%
35%
40%
45%
50%

H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29

当てはまる どちらかといえば当

てはまる 

どちらかといえば当

てはまらない 

当てはまらない 

中学校女子 全国 三重県 

55.1  
54.1  52.1  50.0  

54.1  

0

10

20

30

40

50

60

当てはまる どちらかといえば 

当てはまる 

どちらかといえば 

当てはまらない 

当てはまらない 

小学生男子 体力合計点 全国平均 

57.0  

55.8  53.8  
51.6  

55.7  

0

10

20

30

40

50

60

当てはまる どちらかといえば 

当てはまる 

どちらかといえば 

当てはまらない 

当てはまらない 

小学生女子 体力合計点 全国平均 

43.7  42.5  

39.7  37.7  

42.1  

0

10

20

30

40

50

60

当てはまる どちらかといえば 

当てはまる 

どちらかといえば 

当てはまらない 

当てはまらない 

中学生男子 体力合計点 全国平均 

52.6  51.4  

48.6  
45.5  

50.2  

0

10

20

30

40

50

60

当てはまる どちらかといえば 

当てはまる 

どちらかといえば 

当てはまらない 

当てはまらない 

中学生女子 体力合計点 全国平均 











39 

 

Ⅴ 今後の取組方針 

（１）学校の主体的な取組 

・各学校が、「平成２９年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果を分析し、

成果や課題を把握したうえで、子どもたちの体力向上に向けた目標を設定し、実行

できるよう取り組んでいきます。 

・元気アップコーディネーターや指導主事が、市町教育委員会と連携し、1学校 1

運動や体力テストの継続実施が不十分な学校へ重点的に指導・助言を行っていきま

す。 

・小・中・高の異校種の先生によるグループ協議を実施して、それぞれの立場から

意見を出し合い、不得意種目の克服に向けた好事例を共有し、取組に活かしていき

ます。 

・体力テストの総合評価の基準をクリアし、学校全体で体力向上に取り組んでいる

学校に対して表彰していきます。 

・体力テストの結果を入力すると自校の傾向が分かる振り返りシートを活用し、体

力についての強み弱みを把握し、さらなる取組に向けてつなげていきます。 

・体力向上に向けた取組を進めるため元気アップシートを作成し、校内で共有を図

り、活用していきます。 

・中学校の部活動において、文化部も含めて合同で体力向上に係る取組を行い、運

動時間の確保につなげていきます。 

（２）授業の工夫改善等の取組 

・子どもたちが体育・保健体育の授業を「楽しい」と思い、達成感を得られるよう

に目標（めあて・ねらい）と振り返りを徹底していきます。 

・運動が苦手な児童・生徒には、能力及び発達段階に応じた活動など、場の設定を

工夫し、スモールステップを踏むことで運動への自信につなげていきます。 

・国による学習指導要領に基づいた最新の指導方法を学んだ教員を講師として、研

修内容を還流する講義を行い、授業に取り入れていきます。 

・部活動ガイドラインを活用し、運動部活動の充実を図り、生徒が部活動を通して

競技の特性に触れ、魅力を感じ、運動やスポーツが好きになることで、運動習慣の

定着につなげていきます。 

・運動部活動サポーターや運動部活動の顧問を対象の研修会を通して指導方法や適

切な部活動運営など指導者のスキルアップを図っていきます。 

（３）家庭・生活習慣の取組 

・学校のホームページや学校だより等で家庭や地域に対して体力テストの結果を公

開していくように働きかけをしていきます。 

・各家庭の運動をはじめ栄養（食事）、睡眠や生活習慣に対する意識を高めるととも

に、子どもに運動することをすすめられるよう「わたしの成長記録」を活用し、体

力テストの結果だけでなく、一人ひとりに応じた体力向上の改善提案や、テレビや

スマートフォンなどに係わる生活習慣の改善について家庭に情報発信できるよう学

校の取組を支援していきます。 

・「みえの地物が一番！朝食メニューコンクール」を県内全域に定着させ、子どもた 
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ちが地場産物を使用した朝食メニューを考え、調理することで自らの食生活に関心 

を持ち、望ましい食習慣を身につけることにつなげていきます。 

   ・学校を核として、地域や家庭と連携した食育を推進することで、子どもたちに食 

事の重要性や心身の健康の大切さを伝え、家庭における望ましい食生活の実践にも 

つながるモデルを構築し、その取組の成果を県内に広く発信していきます。 

 

（４）就学前の取組 

 ・子どもたちの生活の中に運動が入り込んでいけるよう保育士や幼稚園教諭等を対 

象とした研修会を開催し、参加する教員等が指導方法を身に付け各園等に持ち帰る

ことで、子どもたちの体を動かす遊びを充実させることができるよう、引き続き市

町や関係機関と連携し、取組を進めていきます。 
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握
力

上
体

起
こ

し
長

座
体

前
屈

反
復

横
と

び
2
0
m
シ

ャ
ト

ル

ラ
ン

５
０

ｍ
走

立
ち

幅
と

び
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
投

げ

１
年

△
◎

◎
◎

◎
◎

◎
△

２
年

◎
◎

△
△

◎
◎

◎
◎

３
年

◎
◎

△
◎

◎
△

◎
△

４
年

△
◎

△
◎

◎
◎

◎
△

５
年

△
◎

△
◎

◎
◎

◎
◎

６
年

◎
△

◎
◎

◎
◎

◎
△

男
子

（
７

０
％

を
超

え
て

い
る

）

女
子

（
７

５
％

を
超

え
て

い
る

）

「
体

力
向

上
」

に

係
る

取
組

体
育

授
業

の
工

夫
・

改
善

体
育

授
業

以
外

の

取
組

家
庭

や
地

域
と

連
携

調
査

結
果

の
活

用

⑰
「

全
国

体
力

」
調

査
結

果
資

料
Ｃ

Ｄ
を

活
用

し
ま

し
た

か
。

⑱
「

全
国

体
力

」
調

査
「

記
録

シ
ー

ト
」

を
活

用
し

ま
し

た
か

。

⑪
健

康
の

三
原

則
（

運
動

、
栄

養
（

食
事

）
、

睡
眠

）
の

大
切

さ
を

、
児

童
に

伝
え

て
い

ま
す

か
。

③
運

動
・

ス
ポ

ー
ツ

が
苦

手
(
嫌

い
）

な
児

童
向

け
の

取
組

、
性

別
に

応
じ

た
取

組
を

行
い

ま
し

た
か

。

⑦
体

育
の

授
業

で
は

、
児

童
同

士
で

助
け

合
っ

た
り

、
役

割
を

果
た

し
た

り
す

る
活

動
を

取
り

入
れ

て
い

ま

す
か

。

⑨
体

育
の

授
業

以
外

で
、

学
年

に
対

し
て

、
児

童
の

「
体

力
向

上
」

に
係

る
取

組
を

行
い

ま
し

た
か

。

⑤
体

育
の

授
業

の
冒

頭
で

、
そ

の
授

業
の

目
標

を
児

童
に

示
す

活
動

を
取

り
入

れ
て

い
ま

す
か

。

④
体

育
の

授
業

に
お

い
て

、
指

導
方

法
等

の
工

夫
・

改
善

を
行

い
ま

し
た

か
。

⑥
体

育
の

授
業

の
最

後
に

、
そ

の
授

業
で

学
習

し
た

こ
と

を
振

り
返

る
活

動
を

取
り

入
れ

て
い

ま
す

か
。

⑧
体

育
の

授
業

で
、

授
業

中
に

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
て

い
ま

す
か

。

⑬
児

童
の

「
体

力
向

上
」

に
関

す
る

取
組

、
体

育
の

授
業

指
導

方
法

の
工

夫
・

改
善

に
つ

い
て

、
全

教
職

員

で
進

め
て

い
ま

す
か

。

⑩
体

育
の

授
業

以
外

で
、

全
て

の
児

童
に

対
し

て
、

「
体

力
向

上
」

に
係

る
取

組
を

行
い

ま
し

た
か

⑫
地

域
の

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
へ

の
参

加
な

ど
、

学
年

の
児

童
の

学
校

教
育

活
動

外
で

の
運

動
実

施
の

状
況

に

つ
い

て
把

握
し

て
い

ま
し

た
か

。

⑭
家

庭
に

対
し

て
、

子
ど

も
の

体
力

向
上

に
係

る
説

明
・

呼
び

か
け

等
を

行
い

ま
し

た
か

。

⑮
児

童
の

運
動

や
ス

ポ
ー

ツ
に

関
し

て
、

近
隣

の
学

校
間

で
の

連
携

を
し

て
い

ま
す

か
。

⑳
「

全
国

体
力

」
調

査
報

告
書

の
巻

末
に

掲
載

し
た

「
取

組
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

」
を

活
用

し
ま

し
た

か
。

㉑
学

校
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
学

校
だ

よ
り

等
で

、
「

全
国

体
力

」
調

査
結

果
を

公
開

し
ま

し
た

か
。

①
「

体
力

向
上

」
の

た
め

の
学

年
と

し
て

の
目

標
を

設
定

し
て

い
ま

し
た

か
。

②
「

体
力

向
上

」
の

た
め

の
学

校
全

体
の

目
標

を
、

学
年

と
し

て
の

目
標

と
別

に
設

定
し

て
い

ま
し

た
か

。

⑯
学

年
の

担
当

教
員

以
外

と
も

、
「

全
国

体
力

」
調

査
結

果
に

つ
い

て
の

情
報

を
共

有
し

ま
し

た
か

。

⑲
「

全
国

体
力

」
調

査
報

告
書

に
掲

載
し

た
事

例
校

の
実

践
を

参
考

に
し

た
取

組
を

行
い

ま
し

た
か

。

学
校

名
市

立
町

立
小

学
校

（
１

）
実

技
種

目
及

び
児

童
質

問
紙

に
つ

い
て

○ ○

男
子

体
力

合
計

点
AB

C
DE

運
動

が
好

き
体

力
に

自
信

が
あ

る
1週

間
の

総
運

動
時

間
(分

)
朝

食
を

毎
日

食
べ

る
睡

眠
時

間

８
時

間
以

上

全
国

5
3
.
9
2

7
0
.
3
%

29
.7

%
73

.0
%

27
.1

%
60

2.
9

8
4
.
0
%

57
.9

%
三

重
県

53
.5

2
68

.2
%

31
.9

%
7
3
.
3
%

2
8
.
5
%

6
0
8
.
3

82
.3

%
5
8
.
8
%

学
校

57
.7

3
81

.8
%

18
.2

%
77

.3
%

27
.3

%
60

5.
30

81
.0

%
45

.5
%

比
較

◎
◎

・
・

・
◎

○
○

△
△

授
業

中
に

先
生

に
個

別
に

…

授
業

中
に

自
分

で
工

夫
し

て
…

全
国

6
1
.
0
%

73
.2

%
4
9
.
2
%

2
8
.
9
%

4
4
.
8
%

3
5
.
0
%

7
0
.
5
%

43
.5

%
三

重
県

57
.7

%
7
5
.
8
%

46
.7

%
22

.4
%

43
.3

%
32

.4
%

69
.8

%
4
4
.
1
%

学
校

61
.9

%
68

.2
%

86
.4

%
77

.3
%

63
.6

%
40

.9
%

90
.9

%
45

.5
%

比
較

◎
△

◎
◎

◎
◎

◎
◎

男
子

握
力

上
体

起
こ

し
長

座
体

前
屈

反
復

横
と

び
20

mシ
ャ

ト
ル

ラ
ン

５
０

ｍ
走

立
ち

幅
と

び
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
投

げ

全
国

16
.4

7
1
9
.
6
7

32
.8

7
41

.9
7

5
1
.
8
9

9
.
3
8

1
5
1
.
3
9

2
2
.
4
2

三
重

県
1
6
.
4
8

19
.0

3
3
2
.
8
9

4
2
.
8
4

51
.1

7
9.

47
14

9.
84

22
.2

9
学

校
17

.8
2

21
.3

6
33

.5
5

46
.9

1
61

.2
7

9.
30

15
8.

20
22

.3
2

比
較

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
○

女
子

体
力

合
計

点
AB

C
DE

運
動

が
好

き
体

力
に

自
信

が
あ

る

1週
間

の
総

運

動
時

間
(分

)

朝
食

を

毎
日

食
べ

る

睡
眠

時
間

８
時

間
以

上

全
国

5
5
.
5
4

7
6
.
3
%

2
3
.
7
%

5
6
.
7
%

1
5
.
1
%

3
7
0
.
3

8
4
.
6
%

62
.3

%
三

重
県

54
.8

7
73

.6
%

26
.3

%
55

.7
%

13
.0

%
35

3.
7

83
.1

%
6
3
.
9
%

学
校

58
.8

6
90

.9
%

9.
0%

50
.0

%
18

.2
%

33
0.

40
72

.7
%

36
.4

%
比

較
◎

◎
・

・
・

△
◎

△
△

△

授
業

中
に

先
生

に
個

別
に

…

授
業

中
に

自
分

で
工

夫
し

て
…

全
国

6
8
.
3
%

60
.3

%
4
7
.
7
%

2
7
.
0
%

4
3
.
3
%

3
3
.
2
%

7
1
.
1
%

36
.0

%
三
重
県

66
.2

%
6
2
.
0
%

46
.1

%
20

.0
%

42
.0

%
31

.0
%

69
.3

%
3
6
.
2
%

学
校

63
.6

%
77

.3
%

95
.5

%
86

.4
%

54
.5

%
45

.5
%

81
.0

%
40

.9
%

比
較

△
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

女
子

握
力

上
体

起
こ

し
長

座
体

前
屈

反
復

横
と

び
20

mシ
ャ

ト
ル

ラ
ン

５
０

ｍ
走

立
ち

幅
と

び
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
投

げ

全
国

1
6
.
1
3

1
8
.
6
0

3
7
.
2
1

40
.0

6
4
1
.
2
9

9
.
6
1

1
4
5
.
3
1

13
.8

8
三

重
県

16
.0

8
17

.7
7

37
.1

0
4
0
.
7
4

39
.4

2
9.

72
14

3.
68

1
4
.
1
1

学
校

16
.4

5
20

.5
5

34
.6

4
45

.1
4

51
.6

8
9.

61
15

3.
7

14
.0

9
比

較
◎

◎
△

◎
◎

◎
◎

○

Ｈ
２

９
み

え
子

ど
も

の
元

気
ア

ッ
プ

シ
ー

ト
（

小
学

校
）

女
子

テ
レ

ビ
等

0
～

3
時

間
未

満

学
校

欄
は

、
実

技
及

び
児

童
質

問
紙

の
学

校
平

均
を

入
力

す
る

１
．

平
成

28
年

度
全

国
体

力
・

運
動

能
力

、
運

動
習

慣
等

調
査

結
果

に
つ

い
て

比
較

欄
は

、
「

全
国

」
「

三
重

県
」

の
両

方
超

え
て

い
た

ら
◎

、
ど

ち
ら

か
一

方
な

ら
〇

、
ど

ち
ら

も
超

え
ら

れ
て

い
な

か
っ

た
ら

△
を

リ
ス

ト
か

ら
選

択
し

て
く

だ
さ

い

男
子

テ
レ

ビ
等

0
～

3
時

間
未

満

で
き

な
い

こ
と

が
で

き
る

よ

う
に

な
っ

た
き

っ
か

け

で
き

な
い

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

き
っ

か
け

失
敗

を
恐

れ

な
い

で
挑

戦
す

る
（

当
て

は
ま

る
）

失
敗

を
恐

れ
な

い
で

挑
戦

す
る

（
当

て
は

ま
る

）

体
力

向
上

の
目

標
を

立
て

て
い

る

体
育

の
授

業
は

楽
し

い

体
育

の
授

業

は
楽

し
い

体
育

授
業

の
目

標
が

示
さ

れ
て

い
る

体
育

授
業

で

ふ
り

返
る

活
動

を
行

っ
て

い
る

体
育

授
業

の

目
標

が
示

さ
れ

て
い

る

体
育

授
業

で
ふ

り
返

る
活

動
を

行
っ

て
い

る

体
力

向
上

の

目
標

を
立

て
て

い
る
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４
平

成
29

年
度

の
各

学
年

の
目

標

H2
9入

学

１
年

H2
8入

学

２
年

H2
7入

学

３
年

H2
6入

学

４
年

H2
5入

学

５
年

H2
4入

学

６
年

５
平

成
29

年
度

の
学

校
全

体
で

の
目

標
（

１
）

平
成

２
９

年
度

の
体

力
向

上
の

目
標

（
２

）
平

成
２

９
年

度
の

体
力

向
上

の
取

組
内

容

・
三

重
北

遊
び

週
間

は
来

年
度

も
継

続
的

に
実

施
す

る
。

・
「

三
重

北
チ

ャ
レ

ン
ジ

パ
ー

ク
」

を
来

年
も

大
切

に
し

，
固

定
遊

具
の

遊
び

も
継

続
的

に
広

め
て

い
く

。
・

体
育

委
員

会
を

中
心

に
，

掲
示

物
の

工
夫

や
，

朝
の

よ
び

か
け

な
ど

，
外

遊
び

や
運

動
に

興
味

が
持

て
る

取
組

み
を

行
う

。

＜
家

庭
・

地
域

と
連

携
を

図
る

取
組

＞

・
体

力
テ

ス
ト

の
結

果
を

保
護

者
に

知
ら

せ
，

家
庭

で
取

り
組

め
る

き
っ

か
け

を
作

っ
た

。
・

学
年

通
信

な
ど

を
利

用
し

て
，

定
期

的
に

，
体

力
づ

く
り

や
健

康
促

進
の

た
め

の
取

り
組

み
を

働
き

か
け

る
。

い
。

Ａ
Ｂ

Ｃ
の

割
合

が
８

５
％

に
な

る
よ

う
に

，
外

遊
び

と
体

育
の

授
業

を
充

実
さ

せ
る

。

・
各

学
年

の
Ａ

Ｂ
Ｃ

の
割

合
を

男
女

と
も

に
８

５
％

に
す

る
。

（
今

年
度

は
男

子
８

３
％

女
子

９
１

％
）

・
運

動
の

日
常

化
を

図
る

＜
体

育
の

授
業

で
の

取
組

＞

・
引

き
続

き
，

体
力

テ
ス

ト
の

分
析

を
も

と
に

し
た

体
つ

く
り

運
動

の
実

施
を

行
う

。
特

に
「

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

」
を

重
点

課
題

と
し

，
投

能
力

を
高

め
る

運
動

を
行

う
。

・
体

育
授

業
の

作
り

方
の

研
修

会
を

開
く

。
「

運
動

の
中

心
的

な
お

も
し

ろ
さ

」
と

「
つ

け
た

い
力

」
を

明
確

に
し

た
授

業
づ

く
り

を
目

指
す

。
・

６
年

間
を

見
据

え
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
大

切
に

し
て

，
各

学
年

で
力

を
積

み
上

げ
て

い
く

こ
と

を
大

切
に

す
る

。

＜
体

育
の

授
業

以
外

で
、

運
動

の
日

常
化

・
運

動
時

間
の

確
保

を
め

ざ
し

た
取

組
（

１
学

校
１

運
動

）
＞

入
学

後
設

定

さ
ま

ざ
ま

な
運

動
遊

び
を

経
験

さ
せ

，
遊

び
を

通
し

て
「

投
げ

る
・

走
る

・
跳

ぶ
」

動
き

を
た

く
さ

ん
経

験
さ

せ
る

。

「
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
投

げ
」

を
高

め
る

た
め

に
，

体
つ

く
り

運
動

で
，

ボ
ー

ル
や

玉
を

投
げ

る
運

動
に

取
り

組
む

。

比
較

的
ど

の
種

目
も

高
い

が
，

さ
ら

に
自

分
の

体
力

を
高

め
て

い
け

る
よ

う
に

，
１

人
ひ

と
り

に
自

分
の

目
標

を
持

た
せ

る
。

「
長

座
体

前
屈

」
が

弱
い

の
で

，
ペ

ア
ス

ト
レ

ッ
チ

の
導

入
な

ど
，

体
を

ほ
ぐ

す
運

動
を

取
り

入
れ

る
。

３
体

力
向

上
の

取
組

の
振

り
返

り
（

１
）

平
成

２
８

年
度

の
体

力
向

上
の

目
標

（
H
28

み
え

子
ど

も
の

元
気

ア
ッ

プ
シ

ー
ト

か
ら

転
載

）

（
２

）
平

成
２

８
年

度
の

体
力

向
上

の
取

組
内

容
（

H
28

み
え

子
ど

も
の

元
気

ア
ッ

プ
シ

ー
ト

か
ら

転
載

）

（
３

）
平

成
２

８
年

度
の

体
力

向
上

の
取

組
の

成
果

と
課

題

（
４

）
平

成
２

８
年

度
の

体
力

向
上

の
取

組
内

容
の

成
果

と
課

題

・
各

学
年

の
Ａ

Ｂ
Ｃ

の
割

合
を

男
女

と
も

８
７

％
と

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
昨

年
度

よ
り

１
％

増
加

し
た

。
・

男
女

別
で

み
る

と
女

子
は

９
１

％
，

男
子

は
８

３
％

で
，

男
子

が
目

標
値

に
達

し
な

か
っ

た
。

・
高

学
年

女
子

は
９

０
％

以
上

と
非

常
に

高
い

。
・

外
遊

び
を

し
て

い
る

児
童

の
割

合
は

７
０

％
で

，
昨

年
度

よ
り

４
％

減
少

し
た

。

＜
家

庭
・

地
域

と
連

携
を

図
る

取
組

＞

・
体

力
テ

ス
ト

結
果

を
保

護
者

に
知

ら
せ

、
家

庭
で

体
力

向
上

に
つ

い
て

考
え

る
き

っ
か

け
を

作
る

。
・

体
力

テ
ス

ト
の

時
期

だ
け

で
な

く
、

保
護

者
に

運
動

・
食

事
・

睡
眠

の
重

要
性

を
定

期
的

に
啓

発
す

る
。

・
各

学
年

の
Ａ

Ｂ
Ｃ

の
割

合
を

男
女

と
も

８
５

％
以

上
に

す
る

。
・

運
動

の
日

常
化

を
図

る
。

・
体

力
テ

ス
ト

の
分

析
を

も
と

に
し

た
体

つ
く

り
運

動
の

実
施

を
継

続
す

る
。

・
体

育
授

業
の

作
り

方
（

場
や

課
題

づ
く

り
も

含
め

て
）

に
つ

い
て

研
修

会
を

開
き

、
5
分

間
運

動
の

充
実

や
運

動
の

中
心

的
な

お
も

し
ろ

さ
を

意
識

し
た

授
業

づ
く

り
を

目
指

す
。

・
体

育
に

お
け

る
学

び
合

い
の

研
究

を
す

す
め

る
上

で
、

体
育

版
学

び
の

ル
ー

ル
を

作
成

す
る

。

・
三

重
北

遊
び

週
間

を
年

3
回

程
度

、
継

続
的

に
実

施
す

る
。

・
固

定
遊

具
の

チ
ャ

レ
ン

ジ
カ

ー
ド

を
見

直
す

と
と

も
に

、
固

定
遊

具
以

外
の

様
々

な
運

動
遊

び
を

カ
ー

ド
に

し
て

、
意

欲
を

高
め

る
。

＜
運

動
の

日
常

化
・

運
動

時
間

の
確

保
を

め
ざ

し
た

取
組

＞

＜
体

育
の

授
業

で
の

取
組

＞

・
今

年
度

も
三

重
北

遊
び

週
間

を
継

続
的

に
実

施
し

た
。

・
固

定
遊

具
の

遊
び

「
三

重
北

チ
ャ

レ
ン

ジ
パ

ー
ク

」
の

見
直

し
を

図
り

，
全

校
児

童
へ

紹
介

し
た

。
・

取
組

み
は

し
て

い
る

が
，

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

は
低

い
。

運
動

の
日

常
化

を
図

る
た

め
に

，
体

育
委

員
会

中
心

に
，

外
へ

遊
び

に
行

く
よ

う
に

，
様

々
な

手
段

で
よ

び
か

け
た

い
。

・
体

力
テ

ス
ト

の
結

果
を

保
護

者
に

知
ら

せ
，

家
庭

で
取

り
組

め
る

き
っ

か
け

を
作

っ
た

。
・

学
年

通
信

な
ど

を
利

用
し

て
，

定
期

的
に

，
体

力
づ

く
り

や
健

康
促

進
の

た
め

の
取

り
組

み
を

働
き

か
け

て
い

き
た

い
。

＜
家

庭
・

地
域

と
連

携
を

図
る

取
組

＞

・
体

力
テ

ス
ト

の
分

析
を

も
と

に
，

本
校

の
弱

み
で

あ
る

投
能

力
を

向
上

す
る

た
め

の
運

動
を

全
校

で
実

施
し

た
。

・
体

育
好

き
の

子
ど

も
を

育
て

る
た

め
こ

と
を

目
指

し
，

運
動

の
中

心
的

な
お

も
し

ろ
さ

を
意

識
し

た
体

育
の

授
業

づ
く

り
の

研
修

を
す

す
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
「

め
あ

て
と

ふ
り

か
え

り
」

を
大

切
に

し
た

授
業

づ
く

り
が

で
き

た
。

・
体

育
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
見

直
す

こ
と

で
，

ど
の

学
年

も
同

じ
よ

う
な

時
期

に
同

じ
よ

う
な

運
動

が
で

き
た

。
・

運
動

の
中

心
的

な
お

も
し

ろ
さ

と
つ

け
た

い
力

を
意

識
し

た
授

業
づ

く
り

を
今

後
も

研
修

し
，

共
通

理
解

を
図

り
た

い
。

学
校

全
体

の
体

力
向

上
の

目
標

に
つ

い
て

＜
体

育
の

授
業

で
の

取
組

＞

＜
体

育
の

授
業

以
外

で
、

運
動

の
日

常
化

・
運

動
時

間
の

確
保

を
め

ざ
し

た
取

組
（

１
学

校
１

運
動

）
＞
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平成２９年度「みえの地物が一番！朝食メニューコンクール」 

 

○目的（ねらい） 

子どもたちが地場産物を使用した朝食メニューを考え、調理することで自らの

食生活に関心を持ち、望ましい食習慣を身につけるとともに、食の大切さや地場

産物とその生産者について理解を深める。 

 

○応募対象 

小学生の部：小学校５、６年生、特別支援学校小学部５、６年生 

中学生の部：中学校１～３年生、特別支援学校中学部１～３年生 

   

○応募数 

4,068点（小学生の部 1,288 点、中学生の部 2,780 点） 

 

※年度別応募者数の推移（Ｈ23、24は小学生のみ）        （人）      

年度 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 

応募者数 210 288 1,895 1,773 2,357 3,162 4,068 

 
 

○二次審査（実技） 

平成 29年 10月 22日、久居農林高等学校 

小学生の部５人、中学生の部５人による調理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○最優秀賞・優秀賞作品を食べよう！ 

   「県庁食堂で食べよう」（１２月２５日、２６日） 

「Cotti菜（こっちな）で食べよう」（１２月２４日～３月４日） 

   

○成果と課題 

今回のコンクールでは、小学生の部、中学生の部を合わせて過去最多の４，１６

８点の応募がありました。この取組は、各学校における食に関する指導と関連付け

たり、学年や学校単位で応募することで、学習効果の高まりも望めることから、参

加校での食に関する指導の推進が図られることが期待できます。 

しかし、未だ参加のない市町もあることから、今後は学校における食育の一環と

して応募が広がるよう、周知していきます。 


